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　J-PARCの陽子ビームの供給源であるイオン源について、加速器ディビジョンの神藤勝啓氏が紹介しました。

　J-PARCでは1秒間に2200兆個以上の陽子ビームを実験施設に安定供給することが求められています。このビームの始

まりは陽子ではなく、水素原子（陽子1個＋電子1個）にさらに電子を1個加えた「負

水素イオン」です。負水素イオンを効率良く生成するため、水素ガスをプラズマ状

態にし、電極にセシウムが付着した表面で負水素イオンを作る技術が用いられ、

その原理や方法についての具体的な説明がありました。

　会場には3Dプリンタで作製された実物大のイオン源装置の模型が展示されま

した。世界最高レベルを誇る大強度陽子ビームが、持ち運びができる程度のコン

パクトな装置から始まっていることに、来場者からは驚きの声が上がっていました。

■ J-PARCハローサイエンス「イオンビームをつくる－負水素イオン源－」（9月26日）

　接着はあらゆる産業を支える基盤技術であり、日常生活でも不可欠なものですが、従来の接着剤は「強力に貼れるがはがせ

ない」ことが多く、リサイクルや部品交換を困難にしています。ホスト－ゲスト（分子の“カギ”と“カギ穴”）錯体の分子認識を用い

た接着については注目されてきましたが、繰り返し貼ったりはがしたりできるメカニズムは十分に理解されていませんでした。

　そこで、高分子界面におけるホスト－ゲスト錯体の形成を制御することで、外部刺激による易解体接着（強力に接着する

が、はがしたい時にはがせる）を可能にする新規分子接着材料を開発しました。そして、物質・生命科学実験施設（MLF）

のソフト界面解析装置「SOFIA」を用いた中性子反射率実験によって接着界面のナノスケールの構造を可視化し、錯体形成

が拡散を抑えるのに接着は強くなるという一見矛盾する現象の原因を明らかにしました。

　本研究で開発した接着技術は、オンデマンドに分解可能かつ繰り返し使用できる接着剤として、製造工程での歩留

まり改善、リサイクル効率の向上、廃棄物削減などを通して、資源循環型社会の実現に貢献することが期待されます。

詳しくはこちら（J-PARC HP）https://j-parc.jp/c/press-release/2025/10/06001619.html

（２）中性子で界面構造を解明
　－“はがせるのに強い”エコで便利な賢い接着剤 －（10月6日）

　近年、アミノ酸の中の水素を重水素に置き換えた「重水素化アミノ酸」が注目されています。

　中性子実験では、タンパク質やアミノ酸などの生体試料の重水素化は欠かせない技術です。また、医薬品分野においても、

服用回数を減らし、副作用を抑えることができる「重医薬品」として、重水素化化合物の開発が進められています。しかし、

アミノ酸の重水素化においては従来の手法はコストが高く、高効率な重水素導入や光学異性体の分離が難しいという課題

がありました。

　本研究では、白金族触媒と2-プロパノールを用いた水素－重水素直接交換反応を応用し、タンパク質を構成するアミノ酸

のうち、半数以上のアミノ酸に対して側鎖も含めた効率的な重水素化及び光学異性体分離技術を確立しました。さらに神経伝

達物質の前駆体として注目されているトリプトファンの重水素体は紫外線にさらされても壊れにくくなることを発見しました。

　今回確立した手法により、市販では入手困難な重水素化アミノ酸を安定に供給できる基盤が整いました。今

後はこの技術をもとに、紫外線に強い材料の開発や、より高性能な医薬品などへの応用が期待されます。

詳しくはこちら（J-PARC HP）https://j-parc.jp/c/press-release/2025/10/02001618.html

■ プレス発表
（１）重水素で進化するアミノ酸
　－ 水素の同位体「重水素」が紫外線に負けないアミノ酸を生み出す －（10月2日）

講師の神藤氏と実物大のイオン源装置模型
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最優秀賞の「恋人の小径」
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物質・生命科学実験施設（MLF）調整・利用運転（      半日運転）

MR及びニュートリノ施設 調整・利用運転　
主リングシンクロトロン（MR）及びハドロン調整・利用運転（      半日運転）

加速器チューニング＆スタディ

お知らせ

　11月29日（土）、東海村産業・情報プラザ（アイヴィル）多目的ホールにて、J-PARC講演会
2025「むずかしい?J-PARCで広がる素粒子・原子核の世界をわかりやすく説明してみます」
を開催します。
　入場無料、事前申込不要です。ぜひご参加ください！
詳しくはこちら（J-PARC講演会2025特設ページ）http://j-parc.jp/symposium/lecture2025/

■ J-PARC講演会2025開催のお知らせ （11月29日）

　11月の運転計画は、次のとおりです。なお、機器の調整状況により変更になる場合があります。
■ 加速器運転計画

　東京大学およびJ-PARCセンターにおいて、J-PARCワークショップを開催しました。スイスよりポールシェラー研究所の

研究者を中心とする27名が来日し、日本側参加者とあわせて60名が相互に共通する

大強度陽子加速器施設の技術に関する交流を行いました。10月21日にはMLFとハド

ロン実験施設の見学を行い、実験装置と技術開発の紹介を行いました。

　また、10月23 ～ 24日には、ワークショップに参加した両国の若手研究者・大学院

生がKEKつくばキャンパスに集い、ネットワーキングを行うEarly Career Researcher 

Eventを開催しました。

■ 日本-スイス ミュオン・中性子技術連携ワークショップ BRIDGE 2025（10月20～22日）

　毎年行われているフォトコンテストは今年で12回目を迎えます。最優秀賞は、加速器第五

セクションの魚田雅彦氏の作品「恋人の小径」が選ばれました。「トンネル型の構図で奥行き感の

ある表現によって、見た人を小径の奥に引き込んでいく力を持った作品は、多くの審査員の心を

惹きつけた」との評をいただきました。この作品を含め、優秀賞、佳作を受賞した12点の写真は、

来年のカレンダーに掲載されるなど、広報活動の一環として使用されます。

フォトコンテスト受賞作品はこちら（J-PARC HP）
https://www.j-parc.jp/c/public-relations/j-parc-photo-contest-2025.html

■ J-PARCフォトコンテスト2025を開催

　国立科学博物館 上野本館 日本館 講堂において、第10回文理融合シンポジウムが開催されました。同シンポジウムは、

放射光、中性子、ミュオンなどの量子ビームを利用した文化財研究を行ってきた人文科学・自然科学分野の研究者が一堂

に会し、文理融合研究の発展・応用の可能性を探るもので、KEKの物質構造科学研究所が主催しています。

　今回は63名の参加者を得て、2日間で漆や検出器など13課題の講演が行われ、活発な議論が交わされました。J-PARC

と東海村が共同で実施している“ミュオンにコーフンクラブ”からも、茨城大学の葛葉氏

より「素粒子検出器で児童生徒と共に東海村舟塚 2 号墳内部を探る」という演題で、活

動の様子や現時点での測定結果などについての発表がありました。

　また、11日（土）の午後は一般の方々に向けた講演会が開かれ、現地、オンライン合

わせて参加者は243名でした。今回は、伝統木版画技術の専門家や、キプロス研究所

からも講演者を迎え、同時通訳を入れるという初めての試みにも挑戦し、国内外の文

理融合研究の現状についての知見も得ることができました。

■ 第10回文理融合シンポジウム 量子ビームで歴史を探る
　－加速器が紡ぐ文理融合の地平－（10月10 ～ 11日）


